
こども文化センターでは、ホールや他のお部屋をお貸ししています。どうぞご利用ください。

〒550-0014  大阪市西区北堀江4-2-9　TEL.06-6531-5975／FAX.06-6531-1679
ホームページ／http://www.ko-bun.jp
開館時間／9：00～21：30　休館日／月曜日（祝日の場合は翌日休館）
最寄り駅／大阪市営地下鉄千日前線「西長堀」駅7号出口すぐ
　　　　　長堀鶴見緑地線「西長堀」駅3号出口徒歩3分
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大阪市立こども文化センター
指定管理者：（一財）大阪市教育振興公社・SPS [サントリーパブリシティサービス（株）]共同事業体

開催場所
申込み先

モバイル専用ではありませんが、センターのホームページは携帯からもご覧いただけます
（一部機種を除く）● こども劇場からのお願い

当館は古い施設のため、空調温度の微調節ができません。
また、場所による違いや体感温度の個人差もありますので、脱ぎ着できる上着をお持ち頂くなどでご対応ください。

●中央図書館北隣　●地下鉄出口から近く小さなお子さま連れでも安心です。
●ベビーカーや車いすでお越しいただく場合は、エレベーターのある７号出口をご利用ください。
●ベビーカーは受付でお預かりいたします。

※駐車場・駐輪場はありません。
　ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。
　近隣施設への駐車・駐輪もおやめください。

※個人情報の取り扱いについて　●ご記入いただきました個人情報は、事業ご参加の確認や、事業に関するご連絡のためにのみ使用いたします。　●事業者：大阪市
●個人情報の取扱い、苦情及びご相談に関するお問合せ先…一般財団法人大阪市教育振興公社　個人情報保護管理者代理人  総務課長  宛　Tel.06-4963-2527（月～金10：00～17：00）

定員（434名）になり次第締切
先着順に受付し、「受付完了通知」をお送りします。当日は、「受付完了通知」の持参が必要です。

申込後1週間たっても「受付完了通知」が
届かない場合は、お知らせください。
（申込がセンターに届いていない可能性があります）

FAX・往復ハガキ申込の方

申込後自動返信で届く「受付完了通知」を印刷してお持ちください。
印刷できない場合は、完了画面メールをご提示ください。

ネット申込の方

❶ 往復ハガキ・FAX
①イベント名「10/18  11ぴきのねことあほうどり」　 ② 来場希望人数・お子さまの年齢　③ 代表者の住所・氏名・電話／FAX番号
④一時保育希望者は対象児の名前と年齢記載事項

❷ インターネット
いちょうネット（https://www.manabi.city.osaka.lg.jp/ ）にアクセス → 「講座・イベント情報」をクリック
→ キーワードに「こども劇場」と入力 → イベントの情報ページより申込

❸ こども文化センター1階受付にて直接申込 （開館時間中受付）

「こども劇場」は、事前にお申込が必要です。
次のいずれかの方法でお申込ください。先着順に受付し、「受付完了通知」をお送りします。
当日は「受付完了通知」を持参のうえ、受付でお支払いください。
※申込方法に関わらず、車イス席の希望の場合は申込時にご明記ください。

3歳以上どなたでも（3歳未満は申込できません）
※中学生未満はおとな同伴でご鑑賞ください。 　※おとなだけの申込可。

対象

こども（3歳～中学生） 500円
おとな 1,000円
※申込後お送りする受付完了通知を持参のうえ、当日、会場にてお支払ください。

入場料

2015年 10月18日（日） 14：00～15：25 （開場13：30） ※途中休憩あり日時

一時保育 対象：1歳半～2歳（1歳半未満申込不可）
希望者は申込時に対象児の名前・年齢を明記。おひとり100円（当日支払）
※お申込された方へは後日申込書をお送りします。　※申込締切：10/10（土）必着

11ぴきのねこは、みんなのらねこ。そして、いつもはらぺこ。 ある日、11ぴき
のねこは広いジャガイモ畑を見つけます。そのまま食べてはおいしくないの

で、コロッケを作ることにしました。 ジャガイモをあらって、ゆでて、つぶして、パンこをつけてあぶらであげる
と、おいしいコロッケの完成！ 「こんなにおいしいコロッケ、われわれだけで食べてはもったいない！」11ぴき
のねこは、コロッケ屋をはじめます。お客さんが次々とやって来て、お店は大はんじょう。でも、夕方になるとお
客さんはぱったり来なくなり、残ったコロッケを自分たちで食べることに。 「もう、コロッケはいりません！」
「鳥の丸焼きが食べたいねぇ～。」と、そこへ、1羽の旅のあほうどりがコロッケを買いにやってきました。 「こん
なにすてきなコロッケを兄弟たちにも食べさせてやりたい。」島には10羽の兄弟が待っているので、コロッケを
作りに来て欲しいと言います。 11羽のあほうどりを丸焼き
にして食べてしまおうと考えた11ぴきのねこは、気球に
乗って、あほうどりの島へと向かいます。しかし、そこで待っ
ていたのは・・・。
ねこ達が“食べたい”一心で奮闘する、楽しい人形劇です。
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◆ 出演

1948年2月寝屋川市にて発足し、2015年に67周年を迎えました。
「クラルテ」という劇団の名前は、フランス語で「光」という意味です。
これは、たとえそれがどんなささやかなものであっても、常に世の中の
光でありたい、大人の人達にも子ども達にも、常に正しい光をともして
いきたいという気持ちを表しています。これからも全国各地に人形劇
を届けていきます。


